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研究成果概要 
 KEK、東大宇宙線研、国立天文台の重力波グループでは、重力波研究推進に関する

三機関覚書の趣旨に則り、連携して低温干渉計型重力波望遠鏡 LCGT のための基礎開

発研究を行ってきた。特に、KEK 低温グループでは主に LCGT のための低温化技術開

発を担当している。LCGT の場合、CLIO のクライオスタットに比べて 1 桁以上大きな

内容積となるため、熱輻射による入熱は非常に大きくなるという相違がある。熱輻射

による入熱のうち最大のものは、ビームダクト内のシールド用低温パイプを伝搬して

侵入する成分であり、レーザー散乱光を増大させずに熱輻射を低減させることは大き

な課題であった。このため、効率的なバッフル形状および配置について、東大宇宙線

研重力波グループのプロトタイプ干渉計 CLIK を用いて研究を行い、十分な低減技術

を確立した。この結果を踏まえて LCGT 用クライオスタットの熱負荷を再計算したと

ころ、最も制限の厳しい鏡における熱侵入量が 5W から 700mW まで低減し、LCGT の要

請を充たしうることを確認した。したがって、本研究は目標を達成し、完了に至った。

なお、本研究に関しては、雑誌投稿論文１編、国際会議のプロシーディングス２編を

発表し、成果を報告した。 
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